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１　はじめに
　平成29年３月公示の小学校学習指導要領において、体育・健康に関する指導の充実
が改訂の基本的な考え方に挙げられた。総則では、体育・健康に関する指導について、
「体育科，家庭科及び特別活動の時間はもとより，各教科，道徳科，外国語活動及び
総合的な学習の時間などにおいてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう努めるこ
と」と示された。各学校におけるカリキュラム・マネジメントの確立が改訂のポイン
トの一つであり、教科等横断的な視点で教育の内容等を組み立てていくことが求めら
れていることがわかる。
　体育・健康に関する指導の中で食育を取り上げ、教科等横断的な視点で栄養素を扱
う学習の実践方法や内容を検討する。
　
２　食育について
（１）学校教育における食育
　食育基本法施行から 12年経つ。学校教育における食育は、平成20年改訂学習指導
要領で教育内容の主な改善事項として「食育の充実」が挙げられ、各学校において実
践されている。平成19年には「食に関する指導の手引き」、平成22年には「食に関す
る指導の手引き－第一次改訂版－」が文部科学省から刊行され、各学校の食に関する
指導の計画や実践の指針となっている。
（２）家庭科における食育
　家庭科は、小学校第５学年から学習する教科であり、学習内容に食生活に関する学
習が含まれている。家庭科で身に付けた知識や技能が、総合的な学習の時間の単元で
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生かされるなど、各学校の食に関する指導の全体計画では、教科等横断的な視点に立っ
たカリキュラム・マネジメントが行われている。
　食育の推進のため、家庭科の学習内容では、平成20年の学習指導要領改訂で、中学
校での扱いとなっていた五大栄養素について、基礎的事項を小学校で扱うこととなっ
た。それまで、小学校では食品の体内でのおもなはたらきによる分類で、いわゆる「黄
の食べ物」、「赤の食べ物」、「緑の食べ物」の３分類で扱っていた。３分類から５分類に、
難易度が上がったと考えられる。
（３）食品カードゲームについて
　五大栄養素の基礎的な知識を身に付けるための教材として、筆者が「食品カードゲー
ム」を行うための食品カードと栄養素カードの２種のカードを作成した。
［食品カードと栄養素カードの作成方法］
・五大栄養素それぞれ、３つの食品カードを作った。食品は、小学校家庭科教科書
の食品分類表に載っている食品の中から、小学校家庭科の調理実習で扱う食品を
中心に選んだ。
・食品カードには、食品名とイラストを載せた。イラストは、「たよりになるね！食
育ブック２基本の食材編」（小川万紀子，2006）のイラストカット・素材集 CD-
ROM にあるフリー素材を使用した。
・栄養素カードには、栄養素と体内での主なはたらきを載せた。
・食品カードと栄養素カードそれぞれ、カードの外枠に五大栄養素ごとに異なる色
写真１　食品カードと栄養素カード
教科等横断的な視点に立った食育の推進
－139－
創大教育研究　第27号：富永
をつけた。（炭水化物は黄色、脂質はクリーム色、たんぱく質は赤色、無機質は桃色、
ビタミンは緑色）
・食品カードと栄養素カードは、裏面にした時に区別ができるように、カードの
裏面にはカードの種類ごとに異なる色紙をつけた。（食品カードの裏面は黄緑色、
栄養素カードの裏面は薄桃色）
・食品カードと栄養素カードは、名刺サイズで作成した。市販の名刺用紙と名刺作
成ソフトを活用した。
・カードの強度を高めるため、カードはラミネートシートで加工した。
［食品カードゲームのルール］
①２～３人のグループを作る。
②食品カードと栄養素カードを伏せて置く。
③順番を決める。
④順が来た人が、食品カードを１枚めくり、その食品名と栄養素を言う。栄養素は
正しく言えるように場合によっては食品分類表などで確認する。
⑤栄養素カードを１枚めくる。
⑥食品カードと栄養素カードで同じ栄養素が出たら、カードを取る。栄養素が異なっ
ていたら、カードを伏せて置く。
⑦順番に、カードがなくなるまで④から⑥を続ける。
⑧得点を集計する。
写真２　食品カードゲームの様子
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［食品カードゲームのしかけ］
　筆者は、小学校家庭科の授業で食品カードゲームを活用した。小学校家庭科では、
五大栄養素の知識を身に付けることに加えて、栄養バランスのよい食品の組み合わせ
で１食分の献立を考えることを学習する。また、日常の生活で栄養のバランスよく食
事をしようとする態度を養うことも重要である。そこで、食品カードゲームにボーナ
ス点を設定した。食品カードを１枚取れたら 10点の得点で設定し、五大栄養素がそ
ろったらボーナス点50点を獲得できるしかけにした。五大栄養素がそろうと、１つの
食品カードで得られる点が２倍になる。得点集計表の記入例を図１に示す。
　食品カードゲームの勝敗には、ボーナス点獲得の有無が大きく関わる。子どもたち
の「ゲームで勝ちたい」という思いは「五大栄養素をバランスよく取りたい」という
思いに置き換えられ、食品カードゲームでの経験を日常の食生活に生かせることを期
待した。
　
３　食品カードゲームを活用した教科等横断的な学習
（１）ワークショップの実施
　食品カードゲームを食育教材として、どのように教科等横断的な学習に活用できる
のか、協議・提案する機会を設定した。
［ワークショップ　教材のしかけを考える －小学校食育教材を例に－］
　日時　：2017年７月23日（日）10:00 ～ 12:00  創価大学教職大学院10周年連絡会内
　場所　：創価大学 B 棟401教室
　参加者：創価大学教職大学院の院生、修了生、教員
（２）ワークショップ参加者の提案
　ワークショップでは、参加者を３～４人でグループ編成し、食品カードゲームを活
用する対象（学校種、学年）、場面、期待する教材の効果、および、改良する点につ
いて協議した。その後、協議・提案内容をグループごとに発表した。協議・提案され
た内容を表１に示す。
おもにエネルギーの
もとになるはたらき
おもに体をつくる
もとになるはたらき
おもに体の調子を整える
もとになるはたらき ボーナス点
炭水化物 脂質 たんぱく質 無機質 ビタミン
じゃがいも ゴマ みそ わかめ ほうれんそう 50
ベーコン
卵
10 10 30 10 10 120
図１　得点集計表の例
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４　おわりに
　ワークショップでは、教科等横断的な視点に立った実践案が提案された。食品カー
ドゲームは、小学生の子どもたちが意欲的に栄養素の知識を身に付ける教材だと考え
られる。カードに記す内容等を工夫することで食品カードを活用して学習する場面が
広げられるだろう。また、各教科等で身に付けた知識をつなげる教材に発展させる提
案もあり、総合的な学習の時間の探究的な見方・考え方を働かせた横断的・総合的な
学習へと発展させることが実現しやすくなるのではないだろうか。
　新たな学習指導要領に対応した教育実践が行われていく中で、より一層の食育の推
進を目指して、協議・提案された内容をもとに実践研究に取り組み、検証していくこ
とが今後の課題だと考える。
表１　ワークショップで協議・提案された内容
活用する対象
（教科 , 学校種 ,
学年等）
活用する場面
期待する効果　等
改良する点
社会科 ・産地と関連付けて学習できる ・カードの裏に産地を記す・主
な産地の都道府県をシルエッ
トで記す
理科 ・消化・吸収の視点で分類する
家庭科
対象：６年生・
中学生・ゲーム
に慣れた子ども
・食品を組み合わせて何を作れるか、献
立づくりの学習で活用する
・買い物の学習で活用する
・食品カードの数を増やす
・自分の食生活をふり返り、献立づく
りをする学習で活用すると、献立で
使われている食材の栄養素やバラン
スがわかる
・献立カードと栄養素カードを
作る（献立カードは、表に献
立、裏に使われている食品を
記す）
・ババ抜きの要領で、食品カードと栄養
素カードがそろえば場に出せるルー
ルにする（カードを組み合わせるた
めに何のカードが必要か考える）
・食品カードと栄養素カードの
裏面を同色にし、表面の文字
や色が透けないようにする
・家庭で実践するなど調理への意欲を
高める
・食品カードの数を増やす・取っ
たカードで料理が作れたら
ボーナス点をつける
外国語活動 ・ALT に五大栄養素を含んだ食事を提
案する
・英語の表記
特別活動 ・今日の給食で使われている食品は何
か、①給食当番が考える②委員会で
活用する
特別支援学級　
生活単元学習
・栄養素を知る→献立を考える→買い
物学習→調理
・実物の写真を使用する（買い
物学習でわかりやすい）
・栄養素をイメージ画にする（栄
養素のはたらきの理解を促す）
・取ったカードをポケット掲示す
る（書く活動の負担を軽減、視
覚的に理解してバランスよく
カードを取れるようにする）
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